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報  告  

 

京 都 南 道 路 木 津 川 橋 （ 連 続 合 成 開 断 面 箱 桁 ） の 設 計 ・ 施 工  

 

玉 田  和 也 ＊  真 嶋  敬 太 ＊ ＊  安 永  正 道 ＊ ＊ ＊  

 

 

木 津 川 橋 は ， 国 土 交 通 省 京 都 国 道 工 事 事 務 所 よ り 発 注 さ れ た 京 都 府 を 流 れ る 一 級 河 川 木 津 川  

に 架 か る 橋 梁 で ， 発 注 時 は ６ 径 間 連 続 非 合 成 箱 桁 （ 上 下 線 一 体 ） の 橋 梁 形 式 で あ っ た 。 こ れ に  

対 し “ 合 成 化 の 検 討 ” を 行 っ た 結 果 ， 上 下 線 分 離 の “ ６ 径 間 連 続 合 成 開 断 面 箱 桁 ” 形 式 に 変 更  

し ， さ ら に 主 桁 本 数 に つ い て も 標 準 部 の ４ 本 か ら 拡 幅 部 で ５ 本 と な っ て い た 形 式 を ， 全 橋 に わ  

た っ て 上 下 線 各 ２ 本 の ４ 主 桁 に 変 更 し た 。 ま た ， 床 版 は 長 支 間 へ の 対 応 ， 耐 久 性 の 向 上 を 目 指  

し た “ 鋼 ・ コ ン ク リ ー ト 合 成 床 版 ” を 採 用 し た 。  

本 文 で は ， “ ６ 径 間 連 続 合 成 開 断 面 箱 桁 橋 ” と し て の 詳 細 設 計 ， 工 場 製 作 ， お よ び 現 場 施 工  

に つ い て 報 告 を 行 う も の で あ る 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 連 続 合 成 桁 ， 開 断 面 箱 桁 ， 鋼 �コ ン ク リ ー ト 合 成 床 版 ， ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ(LCC) 

 

ま え が き  
 
木 津 川 橋 を 含 む 第 二 京 阪 道 路 は ， 国 道 １ 号 線 を

は じ め と す る 幹 線 道 路 の 交 通 混 雑 の 解 消 ， 沿 道 地

域 の 環 境 改 善 ， 地 域 整 備 の 促 進 ， お よ び 交 通 サ ー

ビ ス の 向 上 を 目 的 に 建 設 が 進 め ら れ て お り ， 京 都

府 界 か ら 国 道 307 号 線 ま で の 区 間 が 平 成 15 年 4

月 よ り 開 通 の 予 定 と な っ て い る （ 図 -1）。  

本 橋 は ， 前 号 で 報 告 し た “ 合 成 化 の 検 討 ” １ ） を

平 成 13 年 8 月 に 終 え ， 受 注 ４ 社 で 構 成 さ れ る 設

計 部 会 に よ っ て 連 続 合 成 桁 と し て の 詳 細 設 計 を 開

始 し た 。  

合 理 的 ， か つ 耐 久 性 に 優 れ た 橋 梁 を 目 指 し た 本

橋 の 構 造 形 式 は ， こ れ ま で に 前 例 の な い も の で あ

り ， 詳 細 設 計 に あ た っ て は 解 決 す べ き 問 題 が 数 多

く あ っ た 。  

本 文 で は ，詳 細 設 計 に お け る 検 討 内 容 と 合 せ て ，

工 場 製 作 ， お よ び 現 場 施 工 に お け る 問 題 点 ， 工 夫

点 な ど に つ い て 述 べ る 。  

 

１ ． 工 事 概 要  
 
“ 合 成 化 の 検 討 ” 後 の 設 計 条 件 を 以 下 に 示 す 。

ま た ， 構 造 一 般 図 を 図 -2 に 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道 路 規 格 ： 第 １ 種  第 3 級  Ａ 規 格  

形   式 ： 鋼 ６ 径 間 連 続 合 成 開 断 面 箱 桁  

活  荷  重 ： Ｂ 活 荷 重  

橋   長 ： 435.000m 

支  間  長 ： 54.650m+80.500m+81.000m+ 

81.000m+80.500m+55.150m 

図 -1 橋 梁 位 置 図  

＊ 設 計 部 大 阪 設 計 一 課 係 長  ＊ ＊ 設 計 部 大 阪 設 計 一 課  ＊ ＊ ＊ 工 事 部 大 阪 工 事 一 課  
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有 効 幅 員 ： 49.000m～ 28.250m 

斜   角 ： A1： 65.5° ， P1～ P5： 78.0°  

A2： 60.0°  

床   版 ： 鋼 �コ ン ク リ ー ト 合 成 床 版  

（ 14,500m2）  

鋼   材 ： 耐 候 性 鋼 材 （ 錆 安 定 化 処 理 ）  

総  鋼  重 ： 5,014 ton 

工   期 ： 平 成 13 年 3 月 ～ 平 成 14 年 12 月  

な お ， 本 工 事 は 右 岸 工 事 （ A1～ P3） を 日 本 鋼 管 ・  

瀧 上 工 業 共 同 企 業 体 ， 左 岸 工 事 （ P3～ A2） を 駒 井

鉄 工 ・ 新 日 本 製 鐵 共 同 企 業 体 で 受 注 し た 。  

 

２ ． 詳 細 設 計  
 
詳 細 設 計 に お け る 主 な 検 討 項 目 は 次 の と お り で

あ る 。  

①  連 続 合 成 桁 の 設 計 （ 負 曲 げ 区 間 の 検 討 等 ）  

②  合 成 床 版 の 設 計 （ 適 用 基 準 等 ）  

③  分 配 横 桁 の 省 略 （ 立 体 FEM 解 析 ）  

④  疲 労 照 査 （ 耐 久 性 の 向 上 ）  

⑤  架 設 時 の 安 全 性 の 確 認 （ 立 体 FEM モ デ ル に  

よ る 座 屈 解 析 ）  

以 下 ， こ れ ら の 詳 細 に つ い て 述 べ る 。  

 

（ １ ） 連 続 合 成 桁 の 設 計 方 針  

本 橋 は ， 中 間 支 点 上 の 負 曲 げ モ ー メ ン ト を 受 け  

る 床 版 コ ン ク リ ー ト に 対 し て ひ び 割 れ を 許 容 し ，  

ひ び 割 れ 幅 の 制 御 を 考 慮 し た “ プ レ ス ト レ ス し な

い 連 続 合 成 桁 ” と し て 設 計 を 行 っ た 。  

図 -3 に 主 桁 断 面 の 決 定 フ ロ ー を 示 す 。  

具 体 的 な 設 計 方 針 に つ い て 以 下 に 記 す 。  

図 -2 構 造 一 般 図  

図 -3 主 桁 断 面 決 定 フ ロ ー  
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１ ） 合 成 作 用  
主 桁 の 断 面 応 力 を 算 出 す る 場 合 ， 床 版 合 成 作

用 の 取 り 扱 い は 平 成 8 年 12 月 版 道 路 橋 示 方

書 ・ 同 解 説 （ 以 下 ： 道 示 ） Ⅱ 鋼 橋 編 9 章  合 成

げ た ２ ） に 従 い ， 次 の と お り と し た （ 図 -4）。  

正 曲 げ 区 間 ： 床 版 を 桁 断 面 に 算 入 す る 。  

負 曲 げ 区 間 ： 床 版 中 の 橋 軸 方 向 鉄 筋 を 桁 断 面

に 算 入 す る 。  

 

２ ） ヤ ン グ 係 数 比  
ヤ ン グ 係 数 比 は 道 示 に 従 い 以 下 の と お り と し

た 。 主 桁 の 弾 性 変 形 ， 不 静 定 力 お よ び 断 面 応 力

度 を 算 出 す る 場 合 の 鋼 材 と コ ン ク リ ー ト と の ヤ

ン グ 係 数 比 は n=7 と す る 。 た だ し ， ク リ ー プ ，

乾 燥 収 縮 に よ る 断 面 力 お よ び 応 力 度 の 算 出 時 に

用 い る ヤ ン グ 係 数 比 は 下 記 と す る 。  

 ク リ ー プ ： n1＝ n(1+φ 1/2)＝ 14       (1) 

 乾 燥 収 縮 ： n2＝ n(1+φ 2/2)＝ 21       (2) 

 こ こ で ， φ 1＝ 2.0， φ 2＝ φ 1× 2＝ 4.0 

３ ） 設 計 断 面 力 の 算 出  
合 成 前 ， 合 成 後 ， お よ び 活 荷 重 に よ る 断 面 力

は 格 子 解 析 に よ り 算 出 し た 。  

な お ， 後 述 の 分 配 横 桁 省 略 の 検 討 結 果 を 反 映

し て ，格 子 解 析 に は 分 配 横 桁 を 考 慮 し て い な い 。 

各 ケ ー ス で の 断 面 剛 度 ， お よ び 断 面 力 の 算 出 要

領 は ，PC 床 版 を 有 す プ レ ス ト レ ス し な い 連 続 合

成 桁  設 計 要 領 （ 案 ） ３ ） を 適 用 し て ， 図 -5， 6

の と お り と し た 。  

４ ） 主 桁 作 用 と 床 版 作 用 の 重 ね 合 わ せ  

道 示 Ⅱ 9 章  合 成 げ た  に 従 い ， コ ン ク リ ー

ト の 圧 縮 応 力 度 に つ い て ，“ 床 版 と し て の 応 力

度 ” と “ 主 桁 断 面 の 一 部 と し て の 応 力 度 ” の 重

ね 合 わ せ 照 査 を 行 っ た 。  

こ の と き ， 温 度 差 に よ り 生 じ る 配 力 鉄 筋 の 引

張 応 力 は 曲 げ モ ー メ ン ト 分 の み 鉄 筋 で 負 担 し ，

軸 力 成 分 に つ い て は 鋼 桁 断 面 の み で 負 担 す る も

の と し た （ 図 -7）。  

 

図 -5 断 面 力 算 出 用 剛 度  

図 -4 合 成 作 用 の 取 り 扱 い  

      （ 道 示 Ⅱ 図 -解 9.1.1）  

 

図 -6 ク リ ー プ ・ 乾 燥 収 縮 ・ 温 度 差 に よ る 断 面 力 の 算 出  

図 -7 温 度 差 応 力 度 （ 道 示 Ⅱ  図 -解 9.2.3， 9.2.4）  
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５ ） ひ び 割 れ 制 御  
負 曲 げ モ ー メ ン ト 区 間 に お け る 床 版 コ ン ク リ

ー ト の ひ び 割 れ 照 査 は ， コ ン ク リ ー ト 標 準 示 方

書 （ 土 木 学 会 ） 7.4.4 曲 げ ひ び 割 れ 幅 の 検 討 ４ ）

に 従 っ た 。 そ の 際 ， ひ び わ れ 幅 の 照 査 は 鉄 筋 の

最 大 応 力 度 に 対 し て 行 う も の と し ， コ ン ク リ ー

ト の 収 縮 お よ び ク リ ー プ 等 に よ る ひ び 割 れ 幅 の

増 加 を 考 慮 せ ず ， 許 容 ひ び 割 れ 幅 は 0.2mm と

し た 。  

な お ， 主 桁 作 用 と 床 版 作 用 の 重 ね 合 せ は 考 慮

し て い な い 。  

６ ） 主 桁 断 面 構 成  
① 主 桁 の 断 面 変 化 は 連 結 位 置 と し ， １ 部 材 １

断 面 と し た 。  

② 鋼 材 は 防 錆 防 食 に 関 す る LCC の 低 減 を は

か る た め ， 耐 候 性 鋼 材 を 使 用 し た 。  

③ 耐 候 性 鋼 材 の 最 大 板 厚 は 実 績 を 踏 ま え て  

100mm ま で と し た 。  

④ 上 フ ラ ン ジ は ， 桁 高 の 1/3～ 1/5 を 目 安 に 幅

を 700mm（ 中 間 支 点 上 で 極 端 に 板 厚 の 大

き く な る 箇 所 は 930mm） と し ， 連 結 方 法

は 合 成 床 版 の 施 工 性 を 考 慮 し て ， 現 場 溶 接

継 手 と し た 。  

 

（ ２ ） 合 成 床 版 の 設 計  
本 橋 の 詳 細 設 計 を 行 う 時 点 で ， 本 格 的 に 合 成 床

版 を 採 用 し た 事 例 は 少 な く ， 設 計 方 法 に つ い て は

詳 細 部 分 ま で 標 準 化 さ れ て い な か っ た 。  

さ ら に ，“ 分 配 横 桁 の 省 略 ” に 伴 う 荷 重 分 配 効 果

の 負 担 に つ い て は 前 例 が な い た め ， そ の 評 価 方 法

に つ い て 検 討 が 必 要 で あ っ た 。  

以 下 に 本 橋 に お け る 合 成 床 版 の 設 計 に つ い て 述

べ る 。  

１ ） 床 版 支 間 長 （ ＝ 主 桁 配 置 ）  
今 回 詳 細 設 計 を 行 う に あ た っ て は ， 最 初 に 合

成 床 版 を 前 提 に し た 主 桁 配 置 の 決 定 が 必 要 で あ

っ た 。 た だ し ， 本 橋 の 場 合 す で に 下 部 工 が 施 工

済 み で あ っ た た め ， 死 荷 重 の 増 大 を 最 小 限 に 抑

え ， か つ 合 成 床 版 の 特 性 を 最 大 限 に 活 か す こ と

の 出 来 る 主 桁 配 置 が 求 め ら れ た 。  

本 橋 の 床 版 支 間 長 は ， 本 橋 の 最 大 幅 員 部 で の

主 桁 配 置 と ， 少 数 主 桁 橋 梁 の 実 績 を 踏 ま え て ，

6m を 基 本 と し た 。  

な お ， 主 桁 配 置 は 上 フ ラ ン ジ 間 隔 で 決 定 し て

お り ， 通 常 の 逆 台 形 断 面 で は 標 準 幅 員 部 に お い

て ２ 主 桁 の 配 置 が で き な い た め に ， 片 側 ウ ェ ブ

だ け を 傾 斜 さ せ た 形 式 と な っ た 。  

２ ） 床 版 厚  
床 版 厚 は ， 鋼 構 造 物 設 計 指 針  PART B５ ）

の 式 を 用 い て ， 最 大 床 版 支 間 長 6.4m よ り

260mm と し た 。  

hｃ ＝ 2.5L＋ 10                  (3) 

＝ 2.5× 6.4＋ 10＝ 26（ cm）  

こ こ で ， hc： 床 版 全 厚 （ cm）  

L： 床 版 支 間 （ m）  

３ ） 設 計 曲 げ モ ー メ ン ト  
床 版 の 設 計 曲 げ モ ー メ ン ト は ， 道 示 Ⅱ ， お よ

び Ⅲ に そ の 算 出 式 が 示 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の

内 容 に つ い て は 基 本 的 に 差 は 無 く ， 適 用 支 間 に

対 し て の 割 増 係 数 が 定 め ら れ て い る 。  

本 橋 に お け る 合 成 床 版 の 設 計 曲 げ モ ー メ ン ト

は ， 連 続 版 部 に つ い て は 道 示 Ⅱ を ， 片 持 ち 版 部

に つ い て は 道 示 Ⅲ を 適 用 し た 。 な お ， 適 用 範 囲

を 考 慮 し て 支 間 長 に よ る 割 増 係 数 は 道 示 Ⅲ の 値

を 適 用 し て い る 。  

こ こ で ， 上 記 の 設 計 曲 げ モ ー メ ン ト の 妥 当 性

に つ い て は FEM 解 析 に よ り 確 認 を 行 っ た（（ ３ ）

分 配 横 桁 の 省 略 を 参 照 ）。 ま た ， 死 荷 重 曲 げ モ ー

メ ン ト に つ い て は ， 床 版 支 間 が 一 定 で な い こ と

を 考 慮 し て ， 骨 組 解 析 に よ り 死 荷 重 曲 げ モ ー メ

ン ト を 算 出 し ， 道 示 式 と 比 較 し た 上 で 安 全 側 の

値 を 用 い た 。  

４ ） 中 間 支 点 上 補 強  
連 続 合 成 桁 へ の 対 応 と し て ， 引 張 応 力 を 受 け

る 範 囲 の 鉄 筋 量 は コ ン ク リ ー ト 断 面 の ２ ％ 以 上

と し ， こ の と き の 補 強 範 囲 は 前 死 荷 重 の 曲 げ モ

ー メ ン ト が 交 番 す る 位 置 に は さ ま れ る 範 囲 と し

た 。  

ま た ， 本 橋 は 橋 面 積 が 14,500m2 と 非 常 に 大

き い こ と か ら ， 床 版 コ ン ク リ ー ト は 分 割 打 設 と

な る 。 従 っ て ， 特 に 中 間 支 点 上 の ひ び 割 れ に 留

意 し ， 主 桁 と 床 版 の 逐 次 合 成 効 果 を 考 慮 し た 床

版 打 設 順 序 の 検 討 を 行 っ た 。  

 

（ ３ ） 分 配 横 桁 の 省 略  
近 年 ， 構 造 の 簡 素 化 の 観 点 か ら 分 配 横 桁 を 合 理

化 し た 構 造 が 提 案 ， 採 用 さ れ て き て い る 。 道 示 Ⅱ

で は 桁 間 た わ み 差 に よ る 不 静 定 曲 げ モ ー メ ン ト を

無 視 す る ， と い う 床 版 設 計 曲 げ モ ー メ ン ト の 前 提

条 件 を 守 る た め に ， 分 配 横 桁 の 規 定 が 明 記 さ れ て



駒 井 技 報 Vol.22 

 

－ 49－  

い る 。  

本 橋 に お け る 分 配 横 桁 の 省 略 に よ る 主 桁 へ の 影

響 ， な ら び に 床 版 曲 げ モ ー メ ン ト に 及 ぼ す 影 響 に

つ い て 検 討 し た 結 果 を 以 下 に 述 べ る 。  

１ ） 主 桁 へ の 影 響  
分 配 横 桁 を 省 略 し た 場 合 の 主 桁 へ の 影 響 に つ

い て ，格 子 解 析 に よ っ て 検 討 を 行 っ た 。そ の 際 ，

分 配 横 桁 に 対 応 す る 床 版 橋 軸 直 角 方 向 の 剛 度 は

無 視 し た 。  

検 討 結 果 と し て は ， ２ 主 桁 で あ る た め に 荷 重

分 配 自 体 が ほ と ん ど 無 い こ と が 大 き な 要 因 で あ

る と 考 え ら れ る が ， 分 配 横 桁 を 省 略 し た 場 合 ，

主 桁 の 曲 げ モ ー メ ン ト で は 約 ６ ％ の 増 加 ， 概 算

鋼 重 で は １ ％ 程 度 の 増 加 に と ど ま っ た 。  

こ の 結 果 か ら ， 主 桁 に 対 し て は 分 配 横 桁 の 省

略 は 問 題 な い と 判 断 し た 。  

２ ） 床 版 曲 げ モ ー メ ン ト へ の 影 響  

上 記 に 示 す 骨 組 解 析 で は 分 配 横 桁 省 略 に よ る

床 版 へ の 影 響 は 評 価 で き な い た め ， 立 体 FEM

解 析 に よ る 検 討 を 行 っ た 。  

立 体 FEM 解 析 の 実 施 に あ た っ て は ， 全 体 モ

デ ル に よ る 検 証 を 最 終 目 標 と し た が ， 詳 細 設 計

に 許 さ れ た 工 期 の 都 合 に よ り ， 本 橋 の 特 徴 を 再

現 し た ２ 径 間 モ デ ル （ 図 -8） に よ る 検 討 を 先 行

し た 。  

 

な お ， 荷 重 分 配 効 果 を 評 価 す る た め に は 活 荷

重 に よ る 解 析 を 行 う 必 要 が あ る が ，FEM 解 析 で

は 影 響 線 載 荷 が 不 可 能 で あ る た め ， 適 正 な 荷 重

載 荷 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

そ こ で ， ２ 径 間 モ デ ル に よ る 解 析 で は 分 配 横

桁 の 有 無 に よ る 定 性 的 な 評 価 を 目 的 と し ， Ｔ 荷

重 と Ｌ 荷 重 と で ３ ０ 程 度 の 活 荷 重 の 組 合 せ を 考

え た 。  

分 配 横 桁 の 有 無 そ れ ぞ れ に お け る 断 面 方 向 変

形 図 を ， 図 -9， 10 に 示 す 。  

な お ， こ れ ら の 図 は 支 間 中 央 部 の 断 面 に 着 目  

し た も の で ， 荷 重 ケ ー ス は 次 の と お り で あ る 。  

CASE-1： Ｔ 荷 重 一 組 ， 端 支 点 付 近 で の 偏 載 荷  

CASE-2： Ｔ 荷 重 一 組 ， 支 間 中 央 部 で の 対 称 載  

荷  

CASE-3： Ｔ 荷 重 一 組 ， 支 間 中 央 部 で の 偏 載 荷  

こ れ に よ る と ， Ｔ 荷 重 が 偏 載 さ れ る ケ ー ス で

も 桁 と 床 版 は 剛 体 変 形 に 近 い 挙 動 を 示 し て い る 。

ま た ， 対 称 載 荷 の ケ ー ス を 見 て も 特 に 床 版 に と

っ て 有 害 な 変 形 は 発 生 し て い な い 。 そ れ ぞ れ の

変 形 図 を 見 比 べ て も ， 変 形 形 状 に つ い て は 横 桁

の 有 無 に よ る 差 異 は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。  

さ ら に ， そ の 他 の ケ ー ス に つ い て も 解 析 を 行

っ た が ， 床 版 に 発 生 す る 曲 げ モ ー メ ン ト は 道 示

式 で 与 え ら れ る 設 計 曲 げ モ ー メ ン ト に 比 べ て 十

分 小 さ な 値 で あ っ た 。  

以 上 よ り ， 分 配 横 桁 を 省 略 す る こ と に よ る 床

版 へ の 影 響 は 発 生 す る も の の ， 床 版 の 持 つ 性 能

を 損 な う ほ ど の も の で は な い こ と が 確 認 で き た 。 

ま た ， 床 版 の 設 計 に は 道 示 Ⅱ の 活 荷 重 曲 げ モ

ー メ ン ト を 用 い れ ば ， 荷 重 分 配 機 能 を 負 担 で き

る こ と が 確 認 で き た 。  

３ ） 全 体 モ デ ル に よ る 検 証  
２ 径 間 モ デ ル に よ る 検 討 結 果 を も と に 主 構 造

の 設 計 は 分 配 横 桁 を 省 略 す る こ と を 前 提 に 進 め

た が ， よ り 実 構 造 物 に 近 い モ デ ル で 床 版 の 安 全  

図 -10 分 配 横 桁 が な い 場 合 の 変 形 図  

図 -8 立 体 FEM 解 析 ２ 径 間 モ デ ル 図  

図 -9 分 配 横 桁 が あ る 場 合 の 変 形 図  
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図 -11 全 体 モ デ ル で の 活 荷 載 荷 要 領  

 

性 を 検 証 す る た め に ， 下 り 線 側 橋 梁 を 全 長 に わ

た っ て モ デ ル 化 し た 全 体 モ デ ル に よ り Ｆ Ｅ Ｍ 解

析 を 行 っ た 。  

全 体 モ デ ル で は ２ 径 間 モ デ ル で の 実 績 を 踏 ま

え て ， 図 -11 に 示 す 活 荷 重 の 載 荷 方 法 を 提 案 し

た 。 検 討 結 果 の 一 つ と し て 床 版 橋 軸 直 角 方 向 の

曲 げ モ ー メ ン ト 図 を 図 -12 に 示 す 。  

全 体 モ デ ル に よ る 検 証 の 結 果 ， 拡 幅 部 に お い

て 道 示 の 設 計 曲 げ モ ー メ ン ト を 超 過 す る 曲 げ モ

ー メ ン ト が 発 生 し た が ， そ の 値 は 10～ 20%程 度

で あ り ， 今 回 の 合 成 床 版 の 曲 げ 耐 力 に 対 し て 十

分 に 余 裕 が あ っ た 。  

 

（ ４ ） 疲 労 照 査  

設 計 時 に お け る 適 用 示 方 書 は 平 成 ８ 年 12 月 版

で あ る が ， 平 成 14 年 の 改 訂 で 疲 労 照 査 が 義 務 付

け ら れ る こ と が 明 ら か で あ っ た た め ， Ｌ Ｃ Ｃ の 低

減 を 目 的 に 示 方 書 の 改 訂 前 で あ っ た が 疲 労 照 査 を

行 っ た 。  

１ ） 基 本 方 針  

① 疲 労 照 査 は ， 鋼 構 造 物 の 疲 労 設 計 指 針 ・ 同

解 説  (社 )日 本 鋼 構 造 協 会 ６ ） に 従 う も の と

し た 。  

② 設 計 供 用 期 間 は 100 年 と し た 。  

③ ADTT（ 日 大 型 車 設 計 交 通 量 ） は 10,000 台

／ 日 と 仮 定 し た 。  

④ 照 査 に 用 い る 荷 重 は 道 示 Ⅰ に 示 さ れ る T 荷

重 １ 台 （ 200kN） を 補 正 し た も の と し た 。 

疲 労 照 査 の 手 順 に つ い て ， 図 -13 に 示 す 。  

２ ） 主 桁 応 力 振 幅 に 対 す る 照 査  

本 橋 の 構 造 形 式 で の 主 桁 各 部 の 疲 労 等 級 を 図  

-14 に 示 す 。  

疲 労 照 査 荷 重 ＝ Ｔ 荷 重 × γ T× （ 1＋ ｉ f）   (4) 

こ こ で ， γ T＝ γ 1× γ 2＝ 3.0× 1.0＝ 3.0 

γ 1＝ 3.0（ L≧ 32m で は logL＋ 1.5≧ 3.0）  

γ 2＝ 1.0（ 連 続 桁 の た め ）  

 

図 -12 全 体 モ デ ル に お け る 床 版 橋 軸 直 角 方 向 曲 げ モ ー メ ン ト 図  

P4-P5支 間 中 央 部 床 版 曲 げ モ ー メ ン ト (kN�m/m)
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疲 労 照 査 用 衝 撃 係 数 ：  

ｉ f＝ 1/2× 20／（ 50＋ Ｌ ）＝ 0.096  (5) 

構 造 解 析 係 数 ： γ a＝ 1.0 

最 大 応 力 範 囲 照 査 の 結 果 ， 交 番 部 断 面 に お い て

最 大 応 力 振 幅 に 対 す る 打 ち 切 り 限 界 を 超 え る 箇 所

が 数 箇 所 見 ら れ た 。 具 体 的 な 構 造 部 位 と し て は 縦

リ ブ 本 数 変 化 位 置 ， 水 平 補 剛 材 ， お よ び 横 リ ブ フ

ラ ン ジ （ 各 図 -14 の ⑪ ， ⑧ ， ⑨ ） で あ っ た 。  

３ ） 累 積 損 傷 度 照 査 結 果 お よ び 対 策  

上 記 の 箇 所 に つ い て 累 積 損 傷 度 の 照 査 を 行 っ

た 結 果 ， ウ ェ ブ 位 置 （ 水 平 補 剛 材 箇 所 ， 横 リ ブ

フ ラ ン ジ 取 付 部 ） で は ADTT＝ 10,000 台 ／ 日 の

場 合 に お い て ，“ Ｇ 等 級 の デ ィ テ ー ル で 十 分 ” で

あ っ た 。 し か し ， 下 縦 リ ブ の 本 数 変 化 位 置 の 止

端 部 で は 数 箇 所 で “ Ｆ 等 級 ” に し な け れ ば な ら

な く な っ た 。 そ の た め 実 際 の デ ィ テ ー ル と し て

回 し 溶 接 部 を 開 先 溶 接 し ，止 端 仕 上 げ を 行 っ た 。 

 
（ ５ ） 現 場 施 工 時 の 安 全 性 の 確 認  

本 橋 は 活 荷 重 合 成 桁 で あ る た め ， 床 版 コ ン ク リ

ー ト 硬 化 後 に 初 め て 本 来 の 断 面 性 能 を 有 す る こ と

に な る 。 ゆ え に ， 床 版 コ ン ク リ ー ト の 施 工 中 は 合

成 前 の 鋼 桁 断 面 の み で 作 用 荷 重 に 抵 抗 す る 必 要 が  

あ る 。  

合 成 床 版 を 採 用 し た 開 断 面 箱 桁 橋 で は 一 般 的 に ，

施 工 時 に は 底 鋼 板 が 上 フ ラ ン ジ の 役 割（ 換 算 板 厚 ）

を 果 た す も の と 仮 定 し て 設 計 さ れ て い る 。  

し か し ， 本 橋 は ２ 主 桁 橋 で あ り ， 標 準 部 に お い

て は 支 間 長 に 対 す る 桁 幅 の 割 合 が 小 さ く ， 横 倒 れ

座 屈 に 対 し て 安 全 性 が 危 ぶ ま れ た 。 ま た 斜 角 を 有

し て い る た め ， 床 版 打 設 時 の 主 桁 の た わ み 量 に 差

が 生 じ る 。 こ の た わ み 差 に 追 従 し つ つ 底 鋼 板 を 有

効 な 上 フ ラ ン ジ と し て 作 用 さ せ る こ と が で き る 結

合 方 法 が 必 要 と な っ た 。 そ こ で ， 底 鋼 板 の 主 桁 取

付 部 に つ い て 検 討 し た 結 果 ， そ の よ う な 条 件 を 満

た す 結 合 方 法 が 非 常 に 困 難 で あ る こ と が 分 か っ た 。 

以 上 の こ と か ら ， 本 橋 で は 施 工 時 の 安 全 性 を 確

保 す る た め に ， 底 鋼 板 を 無 視 し た 立 体 FEM モ デ

ル に よ る 弾 性 固 有 値 解 析 ， お よ び 弾 塑 性 有 限 変 位

解 析 を 行 い ， 鋼 桁 架 設 時 ， な ら び に 床 版 打 設 時 の

全 体 座 屈 に 対 す る 安 全 性 の 照 査 を 行 っ た 。  

全 体 座 屈 照 査 に お け る 安 全 率（ ν e）の 考 え 方 は ，

文 献 ， 実 績 に よ っ て 様 々 で あ る が ， 架 設 時 に 対 し

て は 概 ね 2.0 程 度 と な っ て い る 。 ま た ， 土 木 研 究

所 の 提 案 し て い る 式 に よ れ ば 通 常 の 安 全 率 1.7 に

対 し て 初 期 不 正 な ど を 考 慮 し て 3.0（ 架 設 時 は 1.25

の 割 増 し が 可 能 ） と な っ て い る 。  

こ れ ら の 実 績 を 踏 ま え ， 本 橋 で は 弾 性 固 有 値 解

析 に お い て 安 全 率 3.0 以 上 を 目 標 と し た 。  

座 屈 解 析 結 果 と し て 座 屈 モ ー ド 図 を 図 -15a，15b

お よ び 15c に 示 す 。  

図 -15a に 示 す 補 強 を 何 も 設 け な い ケ ー ス で は

鋼 桁 自 重 と 底 鋼 板 荷 重 を 載 荷 し た 解 析 で 1.33 の

安 全 率 し か 確 保 出 来 な か っ た 。  

 

開 断 面 箱 桁 に 対 す る 補 強 と し て は ， ま ず 上 横 構

の 設 置 を 考 え ， 設 置 位 置 は 支 点 上 付 近 の み と し た

（ 図 -15b）。 そ の 結 果 ， 座 屈 安 全 率 は 1.65 と な っ

た が ， 支 間 部 で は 主 桁 が 全 く つ な が っ て い な い 状

態 で あ る た め ， 根 本 的 な 対 策 と は な ら な か っ た 。  

２
発 生 応 力 頻 度 /疲 労 寿 命

変 動 振 幅 応 力 の 打 切 り 限 界

応 力 範 囲 頻 度

Yes
Yes

終  了

骨 組 み 解 析

： 最 大 応 力 範 囲 照 査
 最 大 応 力 範 囲 ≦ 一 定 振 幅 応 力

に 対 す る 打 切 り 限 界

   １Step

応 力 振 幅

主 桁 断 面 諸 元
レ ー ン 位 置
支 間 長

No
Step
∑ {

疲 労 設 計 荷 重

1.0≦

る 構 造 に 変 更
必 要 疲 労 等 級 と な

}
： 累 積 損 傷 度 照 査 No

大 型 車 設 計 交 通 量

(ADTT)

図 -13 疲 労 照 査 手 順 フ ロ ー  

図 -15a 補 強 無 し ケ ー ス の モ ー ド 図  

図 -14 主 桁 応 力 振 幅 に 対 す る 照 査 部 位 お よ び 疲 労 等 級  
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写 真 -1 上 横 構 設 置 状 況  

次 に 支 間 部 に お い て 20m 程 度 の 間 隔 で 横 つ な

ぎ 材 （ H=700mm 程 度 ） を 追 加 し た ケ ー ス （ 図

-15c）で 解 析 を 行 っ た 結 果 ，安 全 率 は 3.59 と な り ，

こ の 対 策 で 施 工 時 の 安 全 性 を 確 保 で き る と 判 断 し

た （ 写 真 -1）。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ ． 工 場 製 作  
 
コ ス ト 縮 減 を 目 的 に 合 理 的 な 構 造 を 目 指 し た 本

橋 で あ る が ， そ の 結 果 と し て 工 場 製 作 で は 加 工 工

数 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き ， 構 造 変 更 の 効 果

は 十 分 に あ っ た と 言 え る 。  

以 下 に ， 開 断 面 箱 桁 橋 に お け る 工 場 製 作 時 の 留

意 点 等 に つ い て 述 べ る 。  

 

（ １ ） 製 作 精 度 の 確 保  

こ れ ま で の 開 断 面 箱 桁 は ， 形 鋼 を 利 用 し た 対 傾

構 形 式 の ダ イ ヤ フ ラ ム を 採 用 す る 例 が 多 い が ， 本  

橋 で は 桁 幅 の 狭 い 標 準 部 に お い て 形 鋼 の 組 合 せ が

困 難 と な る こ と ， な ら び に 小 型 材 片 数 の 削 減 と 工

場 製 作 時 の 組 立 精 度 確 保 の た め に ， 中 間 ダ イ ヤ フ

ラ ム は 充 腹 板 形 式 と し た 。  

 

（ ２ ） 溶 接 キ ャ ン バ ー の 設 定  

本 橋 は 合 成 床 版 の 施 工 性 を 考 慮 し て ， 上 フ ラ ン ジ

を 現 場 溶 接 継 手 と し て い る 。 よ っ て ， 溶 接 に よ る

上 フ ラ ン ジ の 縮 み を ど の よ う に 取 り 扱 う か が 問 題

と な っ た 。  

対 策 と し て は ，次 の ２ 通 り の 方 法 が 考 え ら れ た 。 

① 溶 接 に よ る 縮 み を 製 作 時 に キ ャ ン バ ー と し て

見 込 む 。  

② 製 作 時 に は キ ャ ン バ ー と し て 見 込 ま ず ， 現 場

に て 調 整 を 行 う 。  

今 回 は 仮 組 時 の 精 度 確 認 を 重 視 し ， 工 場 製 作 時

に キ ャ ン バ ー と し て 見 込 む 方 法 を 採 用 し た 。  

こ の と き ， 現 場 溶 接 に よ る 鋼 板 の 縮 み 量 と し て

は ， 溶 接 施 工 試 験 の 結 果 と こ れ ま で の 実 績 か ら ，

板 厚 に 関 係 な く 一 箇 所 あ た り 2mm と し た 。  

ま た ， 溶 接 縮 み に よ る 上 げ 越 し 量 の 算 出 に は 名

古 屋 高 速 道 路 公 社 の 式 ７ ） を 適 用 し た 。 な お ， 全 橋

分 の 継 手 数 に 対 し て 溶 接 キ ャ ン バ ー を 設 定 す る と ，

最 大 位 置 で 2m 以 上 の 上 げ 越 し 量 と な る た め ， 橋

梁 中 心 部 と な る P3 橋 脚 部 で ２ 分 割 し た 。  

 

（ ３ ） フ ラ ン ジ と 斜 め ウ ェ ブ の 溶 接  

開 断 面 箱 桁 で は ， 下 フ ラ ン ジ 有 効 幅 の 効 率 的 な

利 用 の た め に ， 斜 め ウ ェ ブ 方 式 を 採 用 し て い る 場

合 が 多 い 。  

通 常 主 桁 の フ ラ ン ジ と ウ ェ ブ の 溶 接 は す み 肉 溶

接 で 十 分 で あ る が ， 本 橋 は フ ラ ン ジ の 板 厚 が 大 き

い た め ， 斜 め ウ ェ ブ と の 溶 接 に お い て す み 肉 サ イ  

 

図 -15b 支 点 部 に 上 横 構 を 設 置 し た ケ ー ス の モ ー ド 図  

図 -15c 支 点 部 上 横 構 と 横 つ な ぎ 材 を 設 置 し た  

ケ ー ス の モ ー ド 図  

図 -16  斜 め ウ ェ ブ と フ ラ ン ジ の 溶 接 要 領  
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図 -17 鋼 桁 架 設 完 了 時 の 出 来 形 管 理 図 表  

ズ が 大 き く な っ た 時 に 必 要 の ど 厚 を 確 保 す る こ と

が 難 し く な る 。  

よ っ て ， 今 回 す み 肉 サ イ ズ は 10mm を 最 大 と し ，

そ れ 以 上 と な る 場 合 は 鈍 角 側 の ウ ェ ブ に 開 先 を 設

け る こ と と し た （ 図 -16）。  

 

４ ． 現 場 施 工  
 
橋 名 の と お り 本 橋 は 一 級 河 川 木 津 川 に 架 か る 橋

梁 で あ る た め ， 桁 架 設 等 の 河 川 内 作 業 は 渇 水 期 に

限 ら れ た 。 当 初 発 注 で は ２ 渇 水 期 施 工 と な っ て い

た が ， 合 成 化 の 検 討 や 詳 細 設 計 を 行 っ た た め に ，

平 成 15 年 4 月 の 供 用 開 始 を 達 成 す る た め に は 桁

架 設 を １ 渇 水 期 で 行 う 必 要 が あ っ た 。  

合 成 化 の 検 討 の 結 果 ， 床 組 み 構 造 の ほ と ん ど を

省 略 し ， 架 設 ブ ロ ッ ク も 減 少 し た た め １ 渇 水 期 で

の 施 工 が 可 能 と な っ た 。 な お ， 架 設 工 法 は ト ラ ッ

ク ク レ ー ン に よ る ベ ン ト 架 設 で あ る （ 写 真 -2）。  

 

（ １ ） 形 状 管 理  
橋 梁 上 部 工 の 架 設 に お い て ， キ ャ ン バ ー の 管 理

は 重 要 な 位 置 を し め て お り ， 今 回 の 施 工 に お い て

は 先 述 の 現 場 溶 接 に よ る キ ャ ン バ ー の 管 理 方 法 が  

非 常 に 大 き な 問 題 と 考 え ら れ た 。  

本 橋 に お け る 具 体 的 な キ ャ ン バ ー 管 理 方 法 に つ

い て ， 以 下 に 述 べ る 。  

１ ） 高 さ 管 理  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 場 架 設 は 河 川 の 瀬 替 え の た め に ， 架 設 完 了

部 分 か ら 順 に ベ ン ト を 撤 去 す る 必 要 が あ っ た 。

よ っ て ， 各 架 設 ス テ ッ プ で の 高 さ を 算 出 し ， ベ

ン ト 高 を 変 化 さ せ る こ と で キ ャ ン バ ー を 管 理 し

た 。  

こ の と き ， 順 次 ベ ン ト を 撤 去 し て い く の で ，

残 っ た ベ ン ト の 反 力 に つ い て も 注 意 を 要 し た 。  

２ ） 合 成 床 版  
合 成 床 版 は 架 設 工 期 の 短 縮 に 大 き な 効 果 が あ

る が ，  RC 床 版 と は 違 い 主 桁 と の 取 り 合 い が ボ

ル ト 接 合 と な る た め ， ハ ン チ 高 の 調 整 が 煩 雑 と

な る 。 そ の た め ， 桁 架 設 （ 上 フ ラ ン ジ の 現 場 溶

接 完 了 ま で ） が 完 了 し た 径 間 ご と に タ イ ミ ン グ

を 計 っ て ベ ン ト を 開 放 す る こ と で 途 中 段 階 で の

キ ャ ン バ ー の 確 認 を 行 い ， ハ ン チ 高 の 調 整 を 行

っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 -2 桁 架 設 状 況  
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３ ） 落 し 込 み 架 設  
架 設 順 序 の 関 係 で P3 付 近 の ブ ロ ッ ク は 落 し

込 み 架 設 を す る 必 要 が あ っ た 。 よ っ て ， P3 を 挟

む 両 側 の ３ 径 間 ブ ロ ッ ク を モ ー メ ン ト 連 結 す る

た め に 最 小 限 の ベ ン ト を 残 置 し て お き ， 支 点 上

と ベ ン ト 上 で 仕 口 角 度 の 調 整 を 行 っ た 。  

以 上 の 方 法 で 形 状 管 理 を 行 っ た 結 果 ， 現 場 の

実 測 値 は 図 -17 の と お り 許 容 値 ± 60mm に 対 し

て 50%に 満 た な い 誤 差 と す る こ と が で き た 。  

 

（ ２ ） 合 成 床 版 の 施 工  
今 回 の 合 成 床 版 は こ れ ま で に な い 規 模 で あ り ，

前 例 が ほ と ん ど な い た め ， 下 記 の 項 目 に 特 に 留 意  

し て 施 工 を 行 っ た 。  

① １ 渇 水 期 施 工 と な っ た た め に ， 主 桁 の 架 か っ

た 部 分 か ら 追 い か け る よ う に 底 鋼 板 を 設 置 す

る 必 要 が あ り ， 合 成 床 版 の 施 工 で 重 要 と な る

シ ー ル 工 に つ い て 注 意 を 要 し た 。  

② 本 橋 で 採 用 し た 合 成 床 版 は 底 鋼 板 に Ｕ リ ブ を

取 り 付 け た タ イ プ で ， 一 般 的 な ス ラ ン プ 値

8cm の コ ン ク リ ー ト で は 十 分 な 締 め 固 め を

行 う こ と が 困 難 と 考 え ら れ た 。 よ っ て ， 実 物

大 の 打 設 実 験 を 行 い ， 床 版 コ ン ク リ ー ト に は

“ 高 性 能 AE 減 水 剤 ” と “ 流 動 化 剤 ” を 添 加

し ， ス ラ ン プ 値 を 15cm と す る こ と で 確 実 な

充 填 が 行 え る よ う に し た 。  

③ 橋 面 積 が 非 常 に 広 い た め に ， 床 版 は 分 割 打 設

と な っ た が ， 打 ち 継 ぎ 目 に シ ー ト タ イ プ の 遅

延 剤 を 貼 付 す る こ と で 対 応 し た 。  

④ 連 続 合 成 桁 で あ る た め ， 床 版 コ ン ク リ ー ト 打

設 直 後 の ひ び 割 れ が 懸 念 さ れ た 。 こ れ に 対 し

て も 先 に 述 べ た 逐 次 合 成 効 果 を 考 慮 し た 打 設

順 序 の 検 討 を 行 う と と も に ， 膨 張 材 を 添 加 す

る こ と で 初 期 ひ び 割 れ の 防 止 に 努 め た 。  

⑤ コ ン ク リ ー ト 打 設 時 期 が ９ ～ １ ０ 月 で あ っ た  

た め ， 気 温 の 高 い 日 が 多 く ， 遅 延 剤 の 使 用 な

ど 暑 中 コ ン ク リ ー ト の 対 策 に 留 意 し た 。  

⑥ 現 場 ヤ ー ド の 関 係 で ， コ ン ク リ ー ト は 最 大

300m の 圧 送 が 必 要 と な り ， 高 圧 ポ ン プ の 使

用 な ど の 対 策 を 行 っ た 。  

以 上 の 留 意 点 は あ る も の の ， 床 版 パ ネ ル の 桁 へ  

の 架 設 （ 写 真 -3） は 桁 端 部 の 調 整 を 除 い て 当 初 の

予 定 よ り も 順 調 に 施 工 で き た 。 ま た ， 床 版 工 に 係

わ る 支 保 工 ，足 場 の 設 置 �撤 去 が 省 略 で き た こ と も

工 期 内 の 施 工 完 了 に 対 し 大 き く 寄 与 し た （ 写 真 -4)。 

 

５ ． 構 造 変 更 に よ る 経 済 的 効 果  
 
以 上 の と お り ， 合 理 的 で 耐 久 性 に 優 れ た 橋 梁 を

目 指 し て 構 造 変 更 を 行 っ た が ， そ の 効 果 に つ い て

以 下 に 示 す 。  

 

（ １ ） 工 数 算 定 要 素  
表 -1 に 工 数 要 素 の 比 較 表 を 示 す 。  

表 -1 工 数 要 素 の 比 較  

項  目  発 注 時  変 更 後  増  減  

大 型 材 片 数 (個 )  4,001  1,263 － 68％  

小 型 材 片 数 (個 ) 47,497 21,171 － 55％  

部 材 数  (個 )  1,179    341 － 71％  

加 工 鋼 重  (ton)  5,075  4,583 － 10％  

大 型 材 片 Ｔ 継  

  手 溶 接 延 長 (m) 
27,760 14,203 － 49％  

 
鋼 材 重 量 に つ い て の 減 少 は 10%程 度 で あ る が ，

主 桁 本 数 の 変 更 ， 床 組 み の 省 略 に よ り ， 材 片 数 ，

部 材 数 の 減 少 が 著 し い 。 特 に 上 下 線 分 離 に よ る 主

桁 本 数 の 見 直 し と ， 合 成 床 版 を 採 用 し た こ と に よ

る 床 組 み の 省 略 と が 大 き な 効 果 を 発 揮 し て い る と

写 真 -3 合 成 床 版 パ ネ ル 設 置 状 況  

写 真 -4 合 成 床 版 コ ン ク リ ー ト 打 設 状 況  
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考 え ら れ る 。  

 

（ ２ ） 工 事 費  

鋼 橋 上 部 工 事 の 工 事 費 に つ い て ， 発 注 時 の 工 事 費

を 100 と し た と き の 構 造 変 更 後 工 事 費 の 比 率 を 示

す 。 こ こ で ，（  ） 内 は 幅 員 一 定 区 間 （ P3～ A2）

で の 値 で あ る 。  

工 場 製 作 費 ：  85（  79）  

現 場 架 設 費 ：  91（  87）  

床 版 工 費 ： 151（ 144）  

総 合 計 ：  95（  90）  

当 初 合 成 化 の 検 討 段 階 で は ， 鋼 重 に つ い て は

10%の 減 ， 総 工 事 費 に 関 し て は Ｌ Ｃ Ｃ を 考 慮 し て

合 成 床 版 を 採 用 す る こ と で ， 5%程 度 の 増 加 を 予 測

し て い た が ， 結 果 と し て は 総 工 事 費 （ 詳 細 設 計 費

を 含 む ） に つ い て も 5%の 削 減 を 実 現 で き た 。  

さ ら に ，（  ） 内 に 示 す よ う に ， 幅 員 が 一 定 で あ

れ ば 更 な る 工 事 費 の 低 減 効 果 が 得 ら れ る と 考 え ら

れ る 。  

な お ， 上 記 の 結 果 は 木 津 川 橋 独 自 の 条 件 の も と

に 成 り 立 っ て い る も の で あ り ， 必 ず し も 一 般 的 な

も の で な い こ と を 明 記 し て お く 。  

 

あ と が き  
 
平 成 13 年 3 月 か ら 約 2 年 を か け て 設 計 ，製 作 ，

施 工 を 行 い ，木 津 川 橋 は 平 成 14 年 12 月 に 無 事 故 ・

無 災 害 で 竣 工 を 迎 え る こ と が で き た (写 真 -5， 6)。 

工 事 中 に は 各 所 よ り 現 場 見 学 に も 来 て い た だ き ，

竣 工 前 に は 地 元 小 学 生 に よ る 渡 り 初 め 式 も 盛 大 に

執 り 行 わ れ た 。  

合 成 化 の 検 討 を 行 っ て い る 段 階 で は ， こ れ ま で

に な い 構 造 形 式 の 採 用 に 多 く の 課 題 が あ っ た が ，

国 土 交 通 省 の ご 指 導 の も と に ， 目 的 ど お り の 合 理

的 ， か つ 耐 久 性 に 優 れ た 橋 梁 の 建 設 を 実 現 で き た  

こ と を 関 係 者 の 皆 様 に 深 く 感 謝 し ま す 。  

最 後 に ， 長 期 に わ た り ご 指 導 い た だ い た 国 土 交

通 省 近 畿 地 方 整 備 局 道 路 工 事 課 ， 京 都 国 道 工 事 事

務 所 ， な ら び に 伏 見 国 道 出 張 所 の 皆 様 を は じ め ，

関 係 各 位 に 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。  

ま た ， 本 工 事 に 関 わ っ た す べ て の 方 々 に こ の 場  

を 借 り て 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

参 考 文 献  
 

１ ） 玉 田 和 也 ・ 真 嶋 敬 太 ・ 長 谷 川 敏 之 ： 京 都 南 道

路 木 津 川 橋 に お け る 合 成 化 の 検 討 ，駒 井 技 報 ，

Vol.21， pp.31-38， 2002.4. 

２ ） 日 本 道 路 協 会 ： 道 路 橋 示 方 書 ・ 同 解 説 （ Ⅰ 共

通 編 ， Ⅱ 鋼 橋 編 ， Ⅲ コ ン ク リ ー ト 編 ）， 1996.12. 

３ ） 日 本 橋 梁 建 設 協 会 ： PC 床 版 を 有 す る プ レ ス ト

レ ス し な い 連 続 合 成 桁 設 計 要 領 【 案 】， 1996.3. 

４ ） 土 木 学 会 ： コ ン ク リ ー ト 標 準 示 方 書  設 計 編 ， 

1996.3. 

５ ） 土 木 学 会 ： 鋼 構 造 物 設 計 指 針 PART B 合 成 構

造 物 ， 1997.9. 

６ ） 日 本 鋼 構 造 協 会 ： 鋼 構 造 物 の 疲 労 設 計 指 針 ・

同 解 説 ， 1993.4. 

７ ） 名 古 屋 高 速 道 路 公 社 ： 鋼 構 造 物 設 計 基 準 ，

pp.383-384， 1995.10. 

 

写 真 -5 橋 梁 下 面  

写 真 -6 橋 面  


